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千葉市の紹介

千葉市は千葉県のほぼ中央部にあたり、首都東京まで約
40kmの地点にあります。
中央区・花見川区・稲毛区・若葉区・緑区・美浜区の６区
からなり、令和3年1月1日で市制１００周年を迎えます。

人口 974,726人
高齢者数 254,513人
高齢化率 26.1%

（2020.12.31時点）

基本情報 千葉市の魅力

加曾利貝塚 オオガハス 千葉氏 浜辺

詳しくはこちらをご覧ください！



千葉市の紹介

中央区 花見川区 稲毛区 若葉区 緑区 美浜区 全体

22.8% 27.8% 26.7% 30.8% 22.9% 26.3% 26.1%

5か所 6か所 5か所 5か所 3か所 4か所 28か所

5か所 3か所 8か所 3か所 6か所 6か所 31か所

あんしんケアセンター

（包括3職種）
13名 １３名 12名 13名 ９名 5名 65名

第2層生活支援コーディネーター

（推進員兼務）
３名 0名 3名 3名 0名 2名 11名

疾患医療センター 1名

行政 7名

推

進

員

高齢化率

（R2.12.31時点）

あんしんケアセンター

（地域包括支援センター）

認知症カフェ

7名

1名

令和２年度より認知症の人を含む全ての高齢者が希望をもって暮らせる地域づくりの推進のため、

各地域包括支援センターに第２層の生活支援コーディネーターを兼ねる認知症地域支援推進員を配置



千葉市の認知症施策(重点的取組事業)

施策名 取組内容

認知症への理解の促進

・認知症本人の発信支援
・認知症サポーターの養成
・若年性認知症への理解の促進

認知症予防に向けた活動の推進

・認知症の早期発見の重要性を含む認知症予防についての理
解促進
・生活支援コーディネーター（認知症地域支援推進員）によ
る通いの場等の創出の推進

医療・ケア・介護サービス体制の
向上

・認知症カフェの設置促進
・認知症初期集中支援チームの活動促進と連携強化
・医療機関と連携した早期発見・早期対応の体制整備
・認知症ケアに関する医療・福祉従事者向けの研修
・認知症高齢者家族介護研修
・ちば認知症相談コールセンター

認知症バリアフリーの推進と
認知症の人の社会参加支援

・認知症の人同士の交流の推進（本人ミーティング）
・認知症サポーターの活動促進
・チームオレンジの構築
・認知症の人を地域で見守る体制の充実



生活支援コーディネーターが調査した
生活に役立つ情報が検索できます。



市政だよりに認知症とともに生きるご夫婦の絆、
ご本人と家族の声を載せました

他の記事もぜひご覧ください

広報広聴課とともに



認知症施策を推進するための“班活動”について

千葉市は平成26年度より認知症地域支援推進員研修の受講を開始。
市から受講者に対し、「認知症ケアパス」の作成について協力を依頼し、
活動開始。

通称：みかんの会

年度当初に推進員に班希望アンケートをとり、興味のある班での活動
ができる体制を構築。

令和2年度は５つの班編成で活動を実施。
各班の活動目標と活動報告のため、年2回全体会を実施。



令和２年度の“班活動”について

各班員の構成

千葉市生活支援コーディネーター（認知症地域支援推進員を兼務）
千葉市あんしんケアセンター（保健師、看護師、主任介護支援専門員、社会福祉士）
千葉市疾患医療センター（精神保健福祉士）
千葉市在宅医療・介護連携支援センター（看護師、薬剤師）
千葉市地域包括ケア推進課

高齢者
見守り

認知症
カフェ

認知症
サポーター
ステップアッ
プ講座

チーム
オレンジ

新設

医療介護
連携

9名 ８名 7名 １０名 12名

スライド：生活支援コーディネーター 北田氏 作成



１．医療介護連携班 スライド：あんしんケアセンター小仲台 村山氏 作成

千葉市は初期集中支援チームを訪問看護ステーションに委託しています。



現在、カラー印刷注文中



２．高齢者見守り班 スライド：あんしんケアセンター土気 原田氏
あんしんケアセンターこてはし台 藤江氏 作成



事前にあんしんケアセンターの方に
警察の方へ聞きたいことを調査！

令和3年3月15日
オンラインと会場のハイブリット開催！！



３．認知症カフェ班 スライド：あんしんケアセンター高洲 高橋氏
生活支援コーディネーター川上氏 作成

意見交換会のあと、認知症
カフェ班の支援で１か所の
カフェがオンライン開催を
始めることができた！

2021.3月現在、開催中のカフェは３１か所中、６か所！！
オンラインを取り入れた認知症カフェは３か所あります♪





４．認知症サポーター
ステップアップ講座班

スライド：あんしんケアセンター松ヶ丘 佐藤氏
あんしんケアセンターにれの木台 堀氏 作成

参加者：８０名

内、６０％が
７０代以上の方！







５．チームオレンジ班 スライド：あんしんケアセンター千城台 奥野氏 作成



 

 
 

２０２５年には千葉市の６５歳以上の認知症高齢者の方が約３万人になる見込みと

言われています。認知症の方が地域での生活を続けていくために、どのような支援が

必要と思いますか？ 

千葉市にお住まいの認知症の方とご家族の９０名にアンケートのご協力をいただき

ました。この結果から、今後地域で認知症の方を支える活動（チームオレンジ）として

地域の方々に必要な社会資源等の情報提供を考えています。 

  
 

【アンケート結果より必要と回答した割合が多い順位】 

 「 １訪問して様子確認と話し相手」 ８１％ 

 「１１声をかけて安全な場所などへの誘導」 ６２％ 

「１２徒歩圏内の病院への送迎や受診中の見守り」 ５３％ 

※介護保険サービス範囲ではできない支援を、多くの方が必要とされている結果になりました。 

 

【自由記載で希望が多かった支援内容について】 

当事者・家族共に１位「身近な相談機関」 ２位「見守り・安否確認」が必要という意見が多かったです。 

 

【項目】 

１ 訪問して様子確認と話し相手     

２ 近所の散歩の付添     

３ 買物などの同行と金銭支払いの支援 

４ 徒歩圏内の美容室や床屋などへの送迎  

５ ゴミ出しやゴミの分別  

６ 公共料金保険料など支払い時の付添  

７ 室温や火の元の確認   

８ 出入り自由な交流の場の提供  

９ 介護者同士の情報交換の場の提供 

１０ 郵送物の内容の確認と分別  

１１ 声をかけて安全な場所などへの誘導  

１２ 徒歩圏内の病院への送迎や受診中の

見守り  

１３ 徒歩圏内の本人の趣味活動への送迎  

１４ 認知症カフェへの同行  

１５ 戸締りへの声掛け 

 

『認知症の方にとって必要と思う支援』についてアンケートを実施しました！ 
アンケート実施期間２０２０年８月～９月 

 

 





“班活動”の目的

（私は）最初は 「事業を進めること」 が目的でした・・・



班活動を進めるなかで、
少しずつ変わってきたこと・わかってきたことがあります



班活動を通しての“気づき”

・・・リーフレットを使う人に意見を聞いてみよう
・・・警察との連携で困っていることが何か聞いてみよう
・・・認知症カフェ主催者の人に、再開に向けた必要な支援はあるか聞い
てみよう

・・・ステップアップ講座だけやればいいのかな？
チームオレンジ班と連携しよう

・・・チームオレンジで何をしてあげたらいい？
「してあげるがそもそも違う！」
考えるのではなく、「相談」「支援」でもなく、本人に聞いてみよう

当たり前のようで、今まで見逃していた気づきがあった
ように思います。



“気づき”と取り組みの結果・・・

「使いたい！」と思うものができた
「つながっている」ことを実感できた

これからやりたいこと、やるべきことが見えてきた

考えていること、やろうとしていることの関係ある人と
“一緒に考えること”

必要としている人、埋もれている希望に
“耳を傾けること”



今後の班活動について

各班での取り組みを繋げる

本人の声をきき、本人とともに活動
→常に意識する



今後の班活動について



● 担当している圏域のキャラバン・メイトの情報やステップアップ講座修了
者の情報を可能な範囲で教えてもらえると一緒に地域づくりができる

● 班活動の連携のため、各班の情報交換の場の設定

● 他市の推進員の活動例や全国的な推進員の動きなどの情報提供

● 法人に推進員の活動を理解してもらえるような働きかけ

● 班活動に参加していない関係者に対する推進員活動の周知

● 地域の空きスペースなど、活動拠点となりうる場の情報提供

● 今後も役割分担をしながら一緒に活動してほしい

行政に求められていること

一緒に活動してきた推進員のみなさんに聞いてみました



推進員のみなさんの声をうけて、
今後取り組みたいこと

● 圏域ごとのキャラバン・メイトの情報やステップアップ講座修了者の情報を可
能な範囲で情報提供

● 班活動の連携のため、定期的な班同士の情報共有・意見交換の場の設定

● 他市の情報や全国的な取組、市内の活用しうるさまざまな情報を提供

● 認知症本人（当事者）の班活動への参画を呼び掛ける



市認知症施策担当
本人・関係者と一緒に企画・運営

活動を続けていくための土台作り（活動しやすい環境作り・調整、仕組化等）

本人の声、本人の活躍、班活動がつながりあって、
認知症施策・地域共生を進めていく



まとめ

認知症の人の希望、その人にしかできないことを
認知症の人と家族、地域の人、認知症地域支援推進員

のみなさんと“一緒に”つくりあげていきたい

まだまだ課題は山積みですが、
少しずつ、一歩ずつ、進んでいきたいと思います。


